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２
月
18
日
（
木
）
、
私

た
ち
の
賃
金
・
単
価
引
き

上
げ
の
春
闘
と
し
て
、
大

牟
田
支
部
管
内
の
各
駅
頭

（
JR
大
牟
田
、
西
鉄
大
牟

田
、
新
栄
町
、
西
鉄
銀
水
、

JR
銀
水
、
JR
吉
野
、
JR
渡

瀬
、
JR
瀬
高
、
西
鉄
柳
川
、

JR
荒
尾
、
南
関
い
き
い
き

村
）
に
て
各
分
会
ご
と
に

分
か
れ
て
早
朝
宣
伝
を
行

い
33
人
の
参
加
で
し
た
。

ま
だ
日
が
昇
る
前
の
早

朝
６
時
過
ぎ
か
ら
通
勤
す

る
駅
利
用
者
の
方
や
南
関

の
い
き
い
き
村
で
は
夕
方

の
利
用
客
に
宣
伝
グ
ッ
ズ

の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
配
り
、
賃
金
・
単
価
の

引
き
上
げ
を
訴
え
ま
し
た
。

私
た
ち
の

暮
ら
し
を
よ

く
す
る
要
求

を
実
現
さ
せ

る
た
め
に
組

合
を
大
き
く

す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

さ
ら
な
る
組
織
拡
大
の
た

め
、
み
な
さ
ん
の
呼
び
か

け
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
土
交

通
省
は
平

成
28
年
２

月
か
ら
適

用
す
る
公

共
工
事
設

計
労
務
単

価
を
発
表

し
ま
し
た
。

全
51
職
種

全
国
平
均

単
価
は
、

平
成
25
年

４
月
に
16
％
、
平
成
26
年

３
月
に
は
７
・
１
％
、
平

成
27
年
２
月
に
は
４
・
２

％
の
引
き
上
げ
に
続
き
平

成
28
年
２
月
か
ら
は
平
均

４
・
９
％
の
引
上
げ
と
４

年
連
続
し
て
増
額
と
な
り

ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
法
定

福
利
費
の
事
業
主
負
担
額

や
労
務
管
理
費
な
ど
の
必

要
経
費
と
し
て
、
労
務
費

単
価
の
約
41
％
を
加
え
た

単
価
も
発
表
し
て
い
ま
す
。

国
交
省
は
労
働
力
不
足
や

社
会
保
険
未
加
入
対
策
な

ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
た

と
し
て
お
り
、
現
場
で
の

完
全
実
施
を
ど
う
し
て
も

実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

労
務
単
価
は
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
が
、
公
契
約

条
例
な
し
で
は
、
私
た
ち

の
賃
金
に
つ
な
が
り
ま
せ

ん
。
要
求
実
現
に
は
ひ
き

続
き
の
運
動
が
必
要
で
す
。

大 工 20,600円 20,700円

内装工 19,600円 19,500円

左 官 19,700円 19,300円

型枠工 19,500円 19,300円

塗装工 20,200円 20,200円

電 工 17,700円 16,300円

とび工 20,200円 19,500円

普通作業員 17,300円 15,900円

主な職種の平成２８年２月からの単価

（左が福岡県、右が熊本県）

平
成
28
年
度
か
ら
工
事

の
最
高
額
が
１
３
０
万
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
小
規

模
工
事
登
録
制
度
。
大
牟

田
市
の
小
規
模
工
事
登
録

制
度
に
登
録
さ
れ
る
方
や

新
た
に
登
録
さ
れ
る
方
は
、

今
年
度
は
全
員
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
建
設
業

許
可
や
指
名
願
い
を
だ
さ

ず
と
も
、
一
定
の
技
術
者

で
あ
れ
ば
、
簡
易
な
登
録

申
請
で
、
公
共
工
事
が
受

注
で
き
る
制
度
で
す
。

登
録
申
請
は
簡
単
で
、

大
牟
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
概
略
と
申
請
書
が
提

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
申
請

受
付
期
間
は
、
３
月
24
日

か
ら
30
日
で
す
。

申
請
方
法
等
に
つ
い
て
、

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
組
合
事
務
所
ま
で
。

10
月
か
ら
11
月
に
か
け

て
市
内
４
か
所
で
行
っ
た

街
角
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
対

し
て
12
月
２
日
に
市
に
実

行
委
員
会
か
ら
問
題
個
所

の
改
善
を
申
し
入
れ
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
対
応
結

果
に
つ
い
て
、
２
月
４
日
、

市
は
実
行
委
員
会
に
報
告

し
懇
談
し
ま
し
た
。
市
当

局
14
名
、
実
行
委
員
会
９

名
の
参
加
で
し
た
。

市
当
局
は
「
実
行
委
員

会
の
取
り
組
み
に
は
と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
危

険
個
所
や
対
応
が
可
能
な

と
こ
ろ
は
速
や
か
に
改
善

し
ま
し
た
。
条
件
整
備
が

必
要
な
と
こ
ろ
は
今
後
検

討
し
て
い
き
ま
す
」
と
述

べ
、
す
で
に
工
事
に
結
び

つ
い
た
箇
所
の
報
告
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
で
は
毎
年

の
取
り
組
み
が
市
に
も
高

く
評
価
さ
れ
、
地
域
の
安

心
と
安
全
の
確
保
に
と
っ

て
も
貢
献
し
、
仕
事
お
こ

し
に
も
つ
な
が
る
と
し
て

今
後
も
実
施
し
て
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

今年の春のイベントは、グラウンドゴルフ大
会を開催します。子供から大人まで、熟練者か
ら初心者まで、幅広くみん
なで一緒に楽しめます。も
ちろん、色々な賞品も！
大会後はバーベキューで
お腹いっぱいに。家族そろっ
て参加ください。
申込みは分会まで。

好
評
の
ド
ー
ム
観
戦

ツ
ア
ー
。
今
年
は
７
月

３
日
の
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
戦
で
す
。
交

通
費
（
貸
切
バ
ス
）
と

チ
ケ
ッ
ト
代
で
２
千
円

で
す
。

参
加
申
込
は
、
３
月

20
日
（
日
）
の
県
民
集

会
に
参
加
し
た
方
か
ら

先
着
受
付
開
始
（
入
金

引
換
え
）
で
す
。
参
加

資
格
は
組
合
員
と
同
居

家
族
、
ま
た
は
組
合
員

の
２
親
等
ま
で
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
集

会
参
加
者
１
人
に
つ
き

２
枚
ま
で
で
す
。
さ
ら

に
特
典
と
し
て
弁
当
も

付
い
て
き
ま
す
。

一
般
受
付
は
５
月
23

日
（
月
）
よ
り
入
金
を

も
っ
て
受
付
け
ま
す
。

西鉄大牟田駅前での宣伝

３月の総がかり行動は、築町公園にて市民集会が開催され

ます。みなさんの参加をお願いします。

市当局の各担当部署から参加し回答
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６
日
（
日
）
税
金
相
談
会

組
合
事
務
所

８
～
10
日

税
金
相
談
会

組
合
事
務
所

10
日
（
木
）
拡
大
統
一
行
動
日

各
分
会

11
日
（
金
）
重
税
反
対
統
一
行
動

組
合
事
務
所

15
日
（
火
）
労
働
保
険
説
明
会

組
合
事
務
所

17
日
（
木
）
拡
大
統
一
行
動
日

各
分
会

19
日
（
土
）
専
従
書
記
長
会
議

県
本
部
会
館

19
日
（
土
）
総
が
か
り
行
動

築
町
公
園

20
日
（
日
）
県
民
集
会

冷
泉
公
園

24
日
（
木
）
拡
大
統
一
行
動
日

各
分
会

28
日
（
月
）
本
部
４
・
５
役
会
議

県
本
部
会
館

30
日
（
水
）
中
建
国
保
年
度
更
新
会

組
合
事
務
所

30
日
（
水
）
新
加
入
者
教
室

組
合
事
務
所

31
日
（
木
）
中
建
国
保
年
度
更
新
会

組
合
事
務
所

31
日
（
木
）
拡
大
統
一
行
動
日

１
日
（
金
）
本
部
執
行
委
員
会

県
本
部
会
館

１
日
（
金
）
支
部
３
役
会
議

組
合
事
務
所

３
日
（
日
）
中
建
国
保
年
度
更
新
会

組
合
事
務
所

４
日
（
月
）
支
部
執
行
委
員
会

組
合
事
務
所

中建国保は毎年３月31日が有

効期限です。

今年は左記のとおり時間帯を

分けて分会別で保険証の交換会

を予定しています。交換会は、

事務所２階の大ホールで実施し

ます。

※事務所の駐車場は、スタッフ
用で駐車できませんので、なる
べく公共交通機関をご利用くだ
さい。または、近隣の有料駐車
場へ駐車をお願いします。

日程 時間 分会

3月30日(水) 14:00～ 事業所

3月31日(木)

10:00～

勝立

米生延命

船津

松原

白光

甘木

歴木A

14:00～

歴木B

田隈

橘

高田

18:30～

大和

瀬高

山川

南関

荒尾

4月3日(日)
10:00～

14:00～

新

組

合

員

さ

ん

紹

介

者

氏

名

職

種

所
属

氏

名

所
属

有
馬

幸
博

鳶

田

隈

久
津
輪

誠

田

隈

山
下

精
二

現
場
監
督

事
業
所

事

務

所

垣
内

健
一

現
場
監
督

事
業
所

事

務

所

野
田

裕
治

内
装
工

米
生
延
命

黒
田

裕
樹

船

津

濵
本

時
直

電

工

松

原

髙
木

桂
二

甘

木

奥
村

伯
益

水
道
工

船

津

藤
本

順

田

隈

嶋
崎

竜
成

住
宅
設
備

勝

立

藤
田

治

勝

立

眞
次

弘

内
装
工

米
生
延
命

丸
山

洋
史
米
生
延
命

寺
本

秀
斗

圧
送
工

荒

尾

門
田

忍

南

関

江
﨑
由
来
也

左

官

橘

江
崎

一
広

橘

西
田

淳

配
管
工

事
業
所

道
脇

安
廣

事
業
所

中
島

晃
巌

瓦

工

田

隈

中
島

光
博

田

隈

中
西

増
美

型
枠
大
工

荒

尾

大
原

和
喜

荒

尾

安
田

孝
光

鳶

荒

尾

梅
津

誠

荒

尾

仲
山

幸
宏

塗
装
工

船

津

田
畑

誠

船

津

和
泉

賢
德

型
枠
大
工

歴
木
Ｂ

和
泉

和
義

歴
木
Ｂ

増
永

晃

築
炉
工

船

津

事

務

所

西
川

誠
也

電

工

事
業
所

松
村

政
治

事
業
所

髙
橋

真
也

配
管
工

船

津

髙
橋

真
人

松

原

【
良
田
健
児

米
生
延
命
】

福
岡
判
決
の
時
に
参
加

し
、
企
業
の
責
任
に
は
勝

て
な
か
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
、
今

回
は
企
業
の
責
任

に
対
し
て
勝
て
て

す
ご
く
良
か
っ
た

で
す
。
一
人
親
方

と
労
働
者
を
区
別

す
る
と
こ
ろ
が
今

ひ
と
つ
納
得
で
き

な
い
が
、
今
回
の

判
決
で
少
し
前
進

し
た
よ
う
な
の
で
、

一
緒
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

【
渕
田
長
一
郎

勝
立
】

大
阪
地
裁
判
決

よ
り
良
い
判
決
が

で
て
良
か
っ
た
。
ア
ス
ベ

ス
ト
被
害
は
決
し
て
建
設

作
業
者
だ
け
の
問
題
で
は

な
い
。
建
物
の
解
体
な
ど

で
住
民
に
も
被
害
が
出
て

く
る
可
能
性
が
あ
る
。
よ

り
早
く
石
綿
被

害
者
補
償
基
金

制
度
を
創
設
し

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
た
。

【
坂
田
久
雄

船
津
】

と
に
か
く
一

人
親
方
の
救
済

を
。
自
分
も
石

綿
を
吸
っ
て
い

る
の
で
い
つ
発

病
す
る
の
か
心

配
し
て
い
る
。

【
大
橋
耕
二

船
津
】

東
京
地
裁
、

福
岡
地
裁
、
大

阪
地
裁
で
は
三
度
国
を
断

罪
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

が
、
今
回
の
京
都
地
裁
で

は
初
め
て
企

業
の
賠
償
責

任
を
認
め
る

こ
と
が
出
来

た
。
し
か
し
、

「
一
人
親
方
」

に
つ
い
て
は
、
労
働
安
全

衛
生
法
の
保
護
対
象
に
含

ま
れ
な
い
と
し
て
救
済
を

否
定
さ
れ
た
が
、
立
法
府

の
責
任
を
問
う
こ
と
で
解

決
さ
れ
る
べ
き
問
題
と
い

う
旨
判
示
を
さ
れ
た
こ
と

で
、
こ
れ
か
ら
は
政
府
に

も
わ
か
ら
せ
て
い
く
た
め

に
、
よ
り
多
く
の
ア
ス
ベ

ス
ト
救
済
署
名
を
集
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
決
意
し
ま
し
た
。

【
瀬
元
和
子
（
瀬
元
一
三

夫
人
）
松
原
】

集
会
に
初
め
て
参
加
し

ま
し
た
。
今
ま
で
は
署
名

協
力
に
『
ま
だ
し
よ
ら
す

と
た
い
ね
』
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
今
回
の
集
会
に

参
加
し
、
感
動
し
、
い
ち

主
婦
と
し
て
何
が
で
き
る

か
を
考
え
ま
し
た
。
署
名

も
積
極
的
に
参
加
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

【
堤

広

松
原
】

勝
て
て
良
か
っ
た
。
ビ
ッ

ク
リ
し
た
。
企
業
責
任
が

認
め
ら
れ
て
す
ご
か
っ
た

が
、
企
業
は
安
く
製
造
で

き
た
か
ら
利
益
を
上
げ
る

た
め
に
多
く
製
造
し
販
売

も
し
た
の
だ
か
ら
、
も
っ

と
早
く
か
ら
国
が
販
売
中

止
を
規
制
し
て
い
れ
ば
、

被
害
が
広
が
ら
ず
に
済
ん

だ
と
思
う
。

【
山
下
正
信

高
田
】

仲
間
の
団
結
が
大
切
!!

仲
間
と
健
康
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
。
け
が
も

し
な
い
よ
う
に
お
互
い
に

気
を
配
っ
て
い
き
た
い
。

【
古
賀
賢

甘
木
】

被
害
者
だ
け
で
は
な
く
、

自
分
た
ち
の
事
と
し
て
感

じ
た
。
今
日
の
判
決
は
◎
。

一
歩
、
前
に
進
め
た
。
一

人
親
方
救
済
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。

【
松
永
雄
一

勝
立
】

京
都
地
裁
の
判
決
は
大

い
な
る
前
進
の
一
歩
。
い

ち
早
く
す
べ
て
の
被
害
者

の
救
済
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

【
前
原
秀
吉

歴
木
Ａ
】

病
気
に
な
っ
た
方
が
可

哀
相
で
す
。
病
気
に
な
る

と
、
仕
事
が
出
来
な
い
か

ら
家
族
の
方
も
大
変
で
す
。

自
分
で
出
来
る
事
を
協
力

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
き
ち
ん
と
責
任

を
果
た
し
て
も
ら
い
た
い

で
す
。

判決結果を待つ参加者

大牟田支部は11,000筆を目標にアスベス

ト署名を取り組んでいます。現在約5,000

筆と目標の半分にも達していません。世論を

ひろげ被害者補償基金制度の創設のため、み

なさんの協力が必要です。




